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は
じ
め
に

　

明
治
初
期
に
お
け
る
海
図
の
製
図
法
と
は
狭
義
に
は
測
量
原
図
（
実
測
図
）
を
用

い
て
海
図
を
編
集
、
製
図
を
す
る
た
め
の
理
論
と
技
術
を
さ
す
が
、
広
義
に
は
銅
板

彫
刻
、
銅
板
印
刷
ま
で
を
含
ん
だ
概
念
を
い
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
い
う
明
治
初
期
と

は
兵
部
省
に
お
い
て
海
図
事
業
へ
の
発
端
と
な
っ
た
明
治
二
年
か
ら
海
軍
水
路
局
創

設
後
の
明
治
十
年
頃
ま
で
の
期
間
を
い
う
。

　

日
本
に
お
け
る
近
代
的
な
海
図
作
製
の
は
じ
ま
り
は
幕
末
期
に
そ
の
萌
芽
を
み
る

が
、
徳
川
幕
府
の
崩
壊
に
よ
っ
て
組
織
の
連
続
性
は
途
絶
え
た
。
し
か
し
幕
府
軍
艦

操
練
所
士
官
た
ち
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
式
海
上
測
量
術
や
製
図
法
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ

た
成
果
は
、
新
た
に
歩
み
始
め
た
明
治
新
政
府
の
海
図
作
製
事
業
に
少
な
か
ら
ず
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
明
治
二
年
、
新
政
府
は
国
家
組
織
の
整
備
を
急
ぐ
な
か
海
軍
の
創

建
を
図
る
一
方
、
頻
発
す
る
諸
外
国
艦
船
か
ら
の
日
本
沿
岸
や
開
港
場
の
測
量
請
願

を
拒
絶
す
る
た
め
に
も
、
海
軍
部
内
に
お
い
て
日
本
独
自
の
手
に
よ
る
海
図
作
製
事

業
の
開
始
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　

海
図
と
は
沿
岸
や
港
の
海
底
の
深
さ
や
危
険
な
岩
礁
や
浅
瀬
、
沿
岸
地
形
や
海
上

か
ら
の
目
標
物
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
た
海
の
地
図
で
、
大
型
の
蒸
気
船
の
航
行
や
、

有
事
の
際
の
艦
船
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
航
海
用
の
地
図
な
の
で
あ
る
。
明
治
初

期
の
海
図
作
製
事
業
の
創
業
に
あ
た
っ
て
は
日
英
両
政
府
の
合
意
に
基
づ
く
英
国
海

軍
測
量
艦
と
乗
組
士
官
ら
に
よ
る
技
術
的
支
援
が
大
き
な
礎
と
な
っ
た
。　

　

本
稿
で
は
明
治
初
期
の
海
図
作
製
事
業
の
う
ち
特
に
海
図
製
図
法
の
理
論
と
技
術

に
焦
点
を
あ
て
、
英
国
か
ら
指
導
を
受
け
た
当
時
最
先
端
の
海
洋
地
図
学
に
基
づ
く

製
図
法
と
の
出
会
い
、
そ
の
導
入
過
程
、
さ
ら
に
日
本
の
伝
統
的
な
画
法
と
の
融
合

に
つ
い
て
赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
の
旧
版
海
図
を
基
に
調
査
・
考
察
を
行
っ
た
。
現
時

点
ま
で
に
わ
か
っ
た
事
項
の
報
告
と
課
題
を
述
べ
た
い
。
な
お
本
稿
は
「
科
学
研
究

費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
近
代
化
模
索
期
の
「
国
史
」
編
纂
と
地
図
作
成
─

赤
門
書
庫
蔵
地
図
の
研
究
」（
研
究
代
表
者
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
杉
本
史
子
）

（
課
題
番
号24520737

）
成
果
」
の
一
部
で
あ
る
。

一　

海
図
作
製
技
術
の
あ
ゆ
み

　

海
図
の
歴
史
は
紀
元
前
四
世
紀
に
地
中
海
の
海
岸
の
景
観
、
付
近
の
浅
瀬
、
岩
礁
、

河
川
や
地
名
な
ど
を
記
録
し
た
沿
岸
地
誌
、「
ペ
リ
プ
ロ
ス（

（
（

」
と
呼
ば
れ
た
航
海
案

内
書
の
使
用
が
知
ら
れ
て
い
る
。
以
来
、
十
三
世
紀
に
入
り
地
中
海
で
実
用
的
な
海

図
と
し
て
誕
生
し
た
の
が
「
ポ
ル
ト
ラ
ノ
海
図
」
で
あ
る
。
こ
の
海
図
に
は
海
岸
線
、

港
の
位
置
と
地
名
、
適
当
な
箇
所
に
コ
ン
パ
ス
ロ
ー
ズ
が
多
数
配
置
さ
れ
そ
の
中
心

か
ら
三
十
二
本
の
方
位
線
が
描
か
れ
た
も
の
で
十
二
世
紀
末
に
磁
針
を
方
位
盤
に
取

り
付
け
た
羅
針
盤
が
発
明
さ
れ
、
航
海
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
密
接

に
関
係
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
ド
イ
ツ
の
地
誌
学
者
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
メ
ル
カ
ト
ル
は
一
五
六
九
年
に
世

界
地
図
を
発
表
し
た（

（
（

。
こ
の
地
図
の
表
題
に
は
特
に
「
航
海
用
に
最
適
の
新
世
界
地

図
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
メ
ル
カ
ト
ル
は
地
球
が
球
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
航
海
者
の
経
験
や
情
報
を
も
と
に
作
図
を
試
み
た
。
彼
は
赤
道
を
基
準
と
し
た
世

明
治
初
期
海
図
の
製
図
法
に
つ
い
て

─
西
洋
地
図
学
と
の
出
会
い
と
そ
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
─

今　
　

井　
　

健　
　

三
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界
地
図
に
お
い
て
、
ど
の
緯
度
に
お
い
て
も
各
経
線
の
間
隔
を
赤
道
上
と
同
じ
等
間

隔
と
し
、
赤
道
か
ら
各
緯
度
ま
で
の
緯
線
距
離
を
調
節
し
て
地
球
上
で
測
る
角
度
と

こ
れ
に
対
応
し
た
地
点
の
海
図
上
で
測
る
角
度
が
等
し
く
な
る
正
角
図
法
を
考
案
し

た
。
メ
ル
カ
ト
ル
図
法
の
経
線
は
す
べ
て
等
間
隔
の
平
行
直
線
と
な
り
、
緯
線
は
経

線
に
直
交
す
る
平
行
直
線
で
構
成
さ
れ
る
。

　

十
八
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に
入
り
、
英
国
海
軍
船
長
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ク
ッ
ク
や

ジ
ョ
ウ
ジ
ー
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
ら
海
洋
測
量
の
先
駆
者
達
に
よ
る
英
国
海
軍
の
水
路

測
量
、
海
図
作
製
活
動
は
活
発
と
な
り
世
界
の
海
に
拡
張
し
て
い
っ
た
。
一
七
九
五

年
に
は
英
国
海
軍
水
路
部
が
創
設
さ
れ
出
版
の
体
制
も
整
っ
た
。
十
九
世
紀
に
入
る

と
、
海
岸
線
に
上
陸
し
て
天
文
観
測
、
基
線
を
測
り
三
角
測
量
を
実
施
し
、
沿
岸
に

三
角
網
を
展
開
し
適
宜
の
地
点
を
決
定
し
、
旗
標
を
立
て
て
陸
上
と
海
上
と
を
結
び

つ
け
た
水
深
測
量
を
実
施
し
、
こ
れ
に
用
い
る
新
し
い
測
量
機
器
の
開
発
が
著
し
く

進
ん
だ
。
ま
た

製
図
法
、
印
刷

術
に
対
す
る
新

し
い
理
論
や
技

術
も
導
入
さ
れ

十
九
世
紀
半
ば

に
は
英
国
に
お

け
る
海
洋
地
図

学
の
発
展
は

ピ
ー
ク
に
到
達

し
た
。
そ
し
て

世
界
中
の
広
い

海
域
を
対
象
と

し
た
水
路
測
量

と
海
図
作
製
を
業
務
と
す
る
世
界
最
強
の
水
路
機
関
を
構
築
し
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

明
治
新
政
府
の
海
図
作
製
事
業
は
ま
さ
に
こ
の
十
九
世
紀
後
半
と
い
う
時
期
に
、

海
洋
地
図
学
の
最
先
端
を
リ
ー
ド
す
る
英
国
海
軍
の
測
量
艦
か
ら
、
海
岸
線
付
近
に

基
線
を
設
け
た
三
角
測
量
に
始
ま
る
海
岸
線
や
地
形
測
量
術
、
海
上
錘
測
術
、
製
図

法
、
印
刷
術
の
技
術
支
援
を
受
け
て
事
業
を
開
始
す
る
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
た
の

で
あ
る
。

二　

近
代
的
な
海
図
と
は

　

幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
、
二
、
三
百
ト
ン
か
ら
二
千
ト
ン
を
超
え
る
軍
艦

や
交
易
船
な
ど
の
蒸
気
船
が
日
本
沿
岸
や
開
港
場
の
周
辺
を
頻
繁
に
航
行
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
船
の
喫
水
で
い
う
と
概
ね
三
～
七
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
深
さ
で
あ
る
。

蒸
気
船
は
帆
船
に
比
べ
船
体
も
大
型
化
し
、
積
載
貨
物
量
も
増
え
、
速
力
も
早
く

な
っ
た
の
で
安
全
な
航
路
を
保
障
す
る
正
確
な
海
図
の
要
求
は
一
段
と
高
ま
っ
た
の

で
あ
る（

（
（

。

　

近
代
的
な
海
図
と
は
以
下
の
条
件
を
備
え
た
も
の
と
考
え
る
。
第
一
は
、
地
球
は

球
体
に
近
い
回
転
楕
円
体
な
の
で
、
地
球
上
の
曲
面
を
平
面
に
投
影
す
る
に
は
測
地

学
や
地
図
投
影
を
適
用
し
て
、
平
面
上
の
位
置
を
特
定
す
る
経
緯
度
座
標
を
展
開
す

る
た
め
、
図
の
中
心
付
近
の
山
頂
や
海
岸
の
顕
著
な
埼
な
ど
に
天
測
点
を
設
け
、
そ

の
位
置
と
天
文
観
測
に
よ
る
経
緯
度
の
値
の
記
載
（
図
1

（
（
（

）
や
図
の
周
囲
に
経
緯
度

目
盛
の
記
載
が
必
要
と
な
る
。
第
二
は
海
底
の
深
さ
、
す
な
わ
ち
水
深
の
基
準
面
を

ど
こ
に
決
定
し
た
か
の
表
記
が
必
要
で
あ
る
。
海
面
は
潮
汐
現
象
に
よ
っ
て
常
に
変

動
し
て
い
る
。
沿
岸
至
近
を
航
行
す
る
船
舶
に
と
っ
て
潮
汐
の
干
満
に
伴
い
昇
降
す

る
水
面
の
ど
こ
を
水
深
の
基
準
面
と
し
た
か
の
決
定
は
重
要
な
問
題
で
、
不
明
確
で

あ
れ
ば
そ
の
水
深
の
信
頼
性
は
な
く
、
座
礁
事
故
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
は
海
図
上
で
船
の
針
路
を
定
め
る
に
は
、
そ
の
地
の
真
北
と
磁
針
方
位
の
差

を
測
定
し
た
磁
針
偏
差
値
の
記
載
と
磁
針
方
位
コ
ン
パ
ス
の
図
載
が
必
要
で
あ
る
。

図1：�海図第47号「相模國横須賀之圖」明治9
年刊行の天文観測位置と経緯度値の記載

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



（　 ） 明治初期海図の製図法について（今井）263

当
時
の
船
舶
は
磁
気
コ
ン
パ
ス
（
羅
針
盤
）
を
備
え
付
け
て
お
り
海
図
か
ら
読
み

取
っ
た
磁
針
方
位
を
船
の
磁
気
コ
ン
パ
ス
の
方
位
に
合
わ
せ
て
船
を
進
め
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

　

第
四
は
図
上
で
任
意
地
点
の
緯
度
、
経
度
を
求
め
る
に
は
緯
度
尺
（
そ
の
地
の
緯

度
一
分
の
図
上
の
長
さ
を
基
準
と
し
た
マ
イ
ル
尺
）
と
経
度
尺
（
そ
の
地
の
経
度
一

分
の
図
上
の
長
さ
を
基
準
と
し
た
）
の
記
載
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
海
上
で
の
距
離

を
測
定
す
る
に
は
緯
度
尺
（
海
図
の
左
右
の
目
盛
り
）
を
用
い
て
、
二
点
間
の
距
離

は
デ
ィ
バ
イ
ダ
ー
を
使
っ
て
何
マ
イ
ル
と
測
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
地
球
上
の
緯
度

一
分
（
一
マ
イ
ル
ま
た
は
一
海
里
）
の
長
さ
は
ど
こ
で
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
た

め
、
航
海
で
は
緯
度
一
分
の
単
位
で
距
離
を
測
る
の
が
世
界
の
慣
例
と
な
っ
て
い

る
。

　

第
五
は
海
図
の
基
本
原
則
や
海
図
に
記
載
し
て
あ
る
記
号
や
略
語
を
定
め
た
「
海

図
図
式
」
を
作
製
し
て
利
用
者

へ
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
備
え
る

こ
と
で
、
初
め
て
近
代
的
な
実

用
海
図
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
海
図
の
販
売
、
供

給
体
制
も
徐
々
に
整
備
さ
れ
海

図
が
世
の
中
に
流
通
し
て
行
く

こ
と
が
最
終
ゴ
ー
ル
で
あ
る
。

三　

�

幕
末
期
の
海
図

作
製
体
制

　

幕
末
期
の
海
図
作
製
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
幕
府

が
一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
七
月
に
長
崎
に
設
置
し
た
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
航
海
術

伝
習
を
特
記
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
四
月
ま
で
一
次
、
二
次

に
わ
た
り
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
派
遣
教
師
団
に
よ
る
航
海
術
と
そ
の
基
礎
と
な
る
数
学
、

物
理
、
天
文
学
、
地
理
学
、
造
船
、
機
関
、
砲
術
な
ど
の
広
範
な
理
工
学
教
育
が
行

わ
れ
た
。
こ
こ
で
幕
府
派
遣
及
び
各
藩
の
伝
習
生
等
合
わ
せ
て
数
百
人
が
伝
習
を
受

け
、
そ
の
後
幕
府
や
明
治
新
政
府
の
重
要
な
職
務
で
活
躍
す
る
多
く
の
有
能
な
人
材

を
輩
出
し
た（

（
（

。

　

幕
府
は
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
に
伝
習
所
で
教
育
を
受
け
た
一
期
生
を
教
授
方

と
し
て
、
江
戸
・
築
地
に
幕
府
の
航
海
測
量
士
官
を
養
成
す
る
た
め
の
軍
艦
操
練
所

を
設
置
し
た
。
こ
の
機
関
の
教
授
方
や
稽
古
人
ら
が
作
製
し
た
「
神
奈
川
港
図
」、

「
小
笠
原
島
総
図
」、「
大
坂
海
灣
之
図
」
等
の
測
量
成
果
は
近
代
海
図
の
先
駆
け
と

位
置
付
け
ら
れ
よ
う（

（
（

。
な
か
で
も
特
に
「
大
坂
海
灣
之
図
」
に
注
目
し
た
い
（
図
2
）。

こ
の
図
は
将
軍
家
茂
上
洛
に
伴
い
大
坂
に
回
航
さ
れ
た
軍
艦
順
動
丸
乗
組
み
の
士
官

甲
賀
源
吾
等
が
一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
五
月
に
測
量
、
作
成
し
た
も
と
考
え
ら
れ

て
い
る（

（
（

。
縮
尺
は
九
万
六
千
二
百
八
十
五
分
の
一
、
図
の
周
囲
に
は
五
分
ご
と
の
経

緯
度
目
盛
り
、
経
線
は
グ
リ
ニ
ッ
ジ
を
通
過
す
る
子
午
線
を
本
初
子
午
線
と
し
て
起

算
、
磁
針
方
位
コ
ン
パ
ス
、
距
離
尺
や
記
号
を
説
明
し
た
凡
例
の
記
載
も
あ
る（

（
（

。
水

深
の
単
位
は
日
本
式
の
間
と
尺
、
一
、
三
、
五
、
十
間
の
等
深
線
を
描
き
、
水
深
の

基
準
面
は
概
退
潮
時
（
概
ね
干
潮
時
）
に
よ
る
こ
と
、
平
常
潮
汐
盈
乾
之
差
（
通
常

の
大
潮
時
の
干
満
差
）
六
尺
の
記
載
も
あ
り
、
測
量
さ
れ
た
水
深
の
数
は
少
な
い
も

の
の
近
代
的
な
海
図
と
し
て
の
技
術
水
準
を
十
分
備
え
た
海
図
と
い
え
よ
う
。

　

幕
府
崩
壊
と
と
も
に
軍
艦
操
練
所
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
教
授
陣
の
多
く
は
一
八
六
八

（
明
治
元
）
年
以
降
、
静
岡
に
移
封
さ
れ
た
徳
川
家
が
開
い
た
通
称
・
沼
津
兵
学
校

の
教
育
に
加
わ
る
が（

（1
（

、
こ
の
中
か
ら
後
に
明
治
新
政
府
の
海
図
作
製
に
関
わ
る
人
物

と
し
て
は
後
述
す
る
伴
鉄
太
郎
の
名
前
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

思
う
に
、
我
が
国
に
お
け
る
近
代
海
図
の
先
駆
け
と
な
る
成
果
を
作
り
上
げ
た
幕

図2：�「大坂海灣之図」の兵庫、和田岬の部分　
国立国会図書館所蔵（鈴木、2001による）
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府
海
軍
の
技
術
者
集
団
は
幕
府
崩
壊
と
い
う
特
異
な
事
情
が
あ
っ
た
に
せ
よ
新
政
府

の
海
図
作
製
事
業
に
加
わ
る
こ
と
な
く
離
散
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
技
術
の
継
続
性

と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
国
家
の
大
き
な
損
失
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

四　

明
治
新
政
府
の
海
図
作
製
事
業

　

新
政
府
は
海
軍
の
創
建
を
図
る
な
か
で
、
兵
部
省
海
軍
部
主
任
の
川
村
純
義
は
海

図
作
製
事
業
の
重
要
性
を
認
識
し

（
（1
（

、
明
治
二
年
十
一
月
に
こ
の
事
業
を
担
任
さ
せ
る

た
め
津
藩
士
の
柳
楢
悦
と
海
軍
練
習
所
出
仕
の
田
辺
藩
士
伊い

藤と
う

雋と
し

吉よ
し

を
兵
部
省
御
用

掛
と
し
て
招
請
し
、
両
名
は
翌
年
に
出
仕
し
た
。
柳
楢
悦
は
川
村
純
義
等
と
共
に
長

崎
海
軍
伝
習
所
で
一
期
生
と
し
て
学
ん
だ
旧
知
の
間
柄
で
、
伝
習
を
成
業
し
た
あ
と

は
津
藩
の
航
海
学
教
授
と
し
て
教
鞭
を
執
り
和
算
、
測
量
に
極
め
て
卓
越
し
た
人
物

で
あ
っ
た
。
水
路
局
の
創
設
前
か
ら
海
図
作
製
事
業
の
責
任
者
と
し
て
そ
の
発
展
に

力
を
尽
し
、
後
に
水
路
部
長
に
栄
進
し
、
日
本
に
お
け
る
「
水
路
測
量
の
父
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

（
1
）
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
の
南
海
測
量

　

日
本
政
府
か
ら
英
国
政
府
へ
の
要
請
に
基
づ
き
日
本
独
自
に
よ
る
早
期
の
海
図
作

製
事
業
を
達
成
す
る
た
め
、
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
六
月
か
ら
英
国
海
軍
測
量
艦

「
シ
ル
ビ
ア
号（

（1
（

」
七
五
〇
ト
ン
と
日
本
側
の
「
第
一
丁
卯
」
一
二
五
ト
ン
（
萩
藩
献
艦
）

は
柳
楢
悦
御
用
掛
を
測
量
主
任
と
し
て
日
英
合
併
で
伊
勢
・
志
摩
の
南
海
測
量
に
出

測
し
た
。
第
一
丁
卯
は
シ
ル
ビ
ア
号
と
共
に
的
矢
、
尾
鷲
の
諸
港
を
測
量
し
た
が
、

こ
の
時
は
海
岸
測
角
、
位
置
の
連
結
等
の
地
形
測
量
は
多
少
の
知
識
、
心
得
が
あ
っ

た
も
の
の
、
錘
測
術
、
験
潮
法
、
測
器
の
取
り
扱
い
は
予
想
に
反
す
る
発
見
が
多
く

事
実
上
、
英
式
海
上
測
量
術
の
見
学
、
練
習
に
終
始
し
た
と
い
う
。
両
艦
は
八
月
に

瀬
戸
内
海
の
備
讃
瀬
戸
中
央
部
、
塩
飽
諸
島
に
到
達
し
こ
れ
ま
で
修
得
し
た
技
術
を

も
と
に
英
艦
の
予
備
器
材
を
借
用
し
、
海
上
測
量
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
こ
で
も
地
形

測
量
は
と
も
か
く
、
錘
測
事
業
（
測
鉛
に
よ
る
測
深
、
測
深
位
置
の
測
定
、
験
潮
に

よ
る
水
深
の
改
正
等
一
連
の
作
業
工
程
）
は
惨
憺
た
る
有
様
で
困
難
を
極
め
た
が
、

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
一
月
つ
い
に
独
自
で
測
量
原
図
を
ま
と
め
上
げ
た（

（1
（

。

　

シ
ル
ビ
ア
号
艦
長
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
中
佐
は
こ
の
原
図
を
シ
ル
ビ
ア
号
の
成
果
と

照
合
し
た
結
果
、
ほ
と
ん
ど
一
致
し
そ
の
正
確
な
出
来
栄
え
に
即
座
に
賞
賛
を
与
え

た
と
い
う
。
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
中
佐
は
本
国
政
府
へ
の
報
告
書
に
添
え
て
「
も
は
や

他
の
助
力
を
要
せ
ず
し
て
水
路
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
し
、
同
中

佐
か
ら
の
報
告
に
基
づ
き
、
英
国
水
路
部
は
同
国
外
務
省
に
書
簡
を
出
し
、「
日
本

政
府
に
対
し
、
①
そ
の
士
官
た
ち
の
水
路
測
量
術
の
活
用
を
勧
告
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
、
②
日
本
沿
岸
に
は
広
大
な
未
測
海
域
が
あ
る
の
で
、
日
本
自
身
や
諸
外
国
の
通

商
の
必
要
性
か
ら
も
小
縮
尺
で
良
い
か
ら
組
織
的
に
測
量
の
実
施
を
勧
告
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
③
日
本
へ
配
属
さ
れ
て
い
る
英
国
海
軍
測
量
艦
の
指
導
と
援
助

が
得
ら
れ
る
こ
と
も
知
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
」
を
在
日
英
国
公
使
へ
の
公
便
に

付
加
し
て
欲
し
い
と
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
後
日
英
国
外
務
省
か
ら
日
本
政
府

に
そ
の
旨
を
十
分
伝
え
た
と
英
国
水
路
部
に
回
答
が
あ
っ
た（

（1
（

。
こ
の
原
図
こ
そ
が
我

が
国
の
水
路
測
量
原
図
第
一
号
、「
鹽
飽
諸
島
實
測
原
圖
」
で
、
日
本
海
軍
海
図
の

は
じ
ま
り
を
成
す
海
軍
水
路
部
史
上
最
重
要
記
念
の
成
果
と
な
っ
た
が（

（1
（

、
一
九
二
三

（
大
正
十
二
）
年
九
月
の
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
の
は
残
念
の
極
み
で
あ
る
。
こ

の
塩
飽
諸
島
で
の
海
上
測
量
か
ら
原
図
作
製
ま
で
の
経
験
こ
そ
が
我
が
国
に
お
け
る

近
代
的
な
海
図
作
製
の
発
端
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
時

の
海
上
測
量
の
経
験
を
も
と
に
明
治
四
年
、
柳
楢
悦
が
水
路
測
量
の
教
科
書
と
し
て

取
り
ま
と
め
た
の
が
「
量
地
括
要
」（
上
下
二
巻
、
木
版
刷
り
）
で
あ
る
。

（
2
）
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
の
北
海
道
沿
岸
測
量
と
海
図
第
一
号
の
刊
行

　

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
三
月
か
ら
、
再
び
日
本
政
府
の
要
請
で
英
海
軍
測
量
艦

シ
ル
ビ
ア
号
を
雇
い
入
れ
、
日
本
側
の
測
量
艦
「
春
日
」（
艦
長
柳
楢
悦
海
軍
少
佐
）
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一
、
三
百
ト
ン
（
薩
摩
藩
献
艦
）
と
と
も
に
日
英
共
同
に
よ
る
北
辺
の
調
査
の
た
め

北
海
道
沿
岸
測
量
を
実
施
し
た
。
柳
は
こ
の
時
の
沿
岸
水
路
事
情
を
「
春
日
記
行
」

に
ま
と
め
、
こ
れ
が
日
本
最
初
の
水
路
誌

（
（1
（

の
は
じ
ま
り
と
な
っ
た
。

　

東
京
へ
の
帰
途
、
春
日
艦
は
単
独
で
宮
古
湾
と
釜
石
湾
の
測
量
を
実
施
し
た
。
こ

の
成
果
を
も
と
に
日
本
独
自
の
手
に
よ
る
製
図
、
銅
板
彫
刻
、
印
刷
を
行
い
一
八
七

二
（
明
治
五
）
年
九
月
に
日
本
最
初
と
な
る
海
図
第
一
号
「
陸
中
國
釜
石
港
之
圖
」

を
刊
行
し
た
（
図
3

（
（1
（

）。
こ
の
時
の
製
図
は
大お

お

後じ
り

秀ひ
で

勝か
つ

摸
（
（1
（

圖
、
銅
板
彫
刻
は
松
田
保

信
（
又
の
名
を
龍
山
、
儀
平
と
称
し
た
。）
鐫
と
海
図
に
明
記
さ
れ
、
測
量
者
と
共

に
そ
の
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
前
年
の
明
治
四
年
九
月
に
は
兵
部
省
海
軍
部
の
五
局
（
秘
史
、
軍
務
、
造
船
、

水
路
、
会
計
）
の
一
局
と
し
て
水
路
局
が
設
置
さ
れ（

（1
（

、
組
織
と
人
、
施
設
、
器
材
、

予
算
全
て
が
小
規
模
な
体
制
の
も
と
で
よ
う
や
く
日
本
の
海
図
作
製
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
苦
難
の
過
程
に
は
英
国
海
軍
測
量
艦
「
シ

ル
ビ
ア
号
」
の
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
艦
長
を
始
め
と
す
る
乗
組
士
官
ら
に
よ
る
多
大
な

技
術
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
は
後
世
ま
で
決
し
て
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

五　

明
治
初
期
の
海
図
製
図
法

　

海
図
の
作
製
は
単
に
測
量
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
成
果
を
い
か

に
地
図
と
し
て
正
確
に
、
使
い
易
く
、
美
し
く
表
現
し
、
印
刷
を
し
て
利
用
者
に
提

供
す
る
こ
と
が
重
要
な
要
素
と
な
る
。
こ
の
た
め
海
図
製
図
法
の
理
論
や
技
術
、
銅

板
彫
刻
・
印
刷
の
技
術
は
こ
れ
ま
で
全
く
経
験
が
な
く
新
た
な
西
洋
式
の
考
え
方
や

技
術
を
導
入
し
研
究
に
努
め
る
ほ
か
に
方
法
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
水
路
局
設
置
と
海
図
製
図
業
務

　

明
治
四
年
九
月
に
水
路
局
の
設
置
を
見
た
が
、
特
に
製
図
事
業
の
中
心
と
な
る
近

代
的
海
図
の
製
図
法
に
つ
い
て
は
特
に
素
養
が
あ
る
も
の
は
お
ら
ず
、
局
創
設
前
後

か
ら
大
後
秀
勝
を
そ
の
責
任
者
と
し
て
担
任
さ
せ
、
当
時
、
日
本
沿
岸
海
域
を
測
量

中
の
英
国
測
量
艦
シ
ル
ビ
ア
号
の
測
量
士
官
ベ
ー
リ
ー
大
尉
（C.W

. Baillie

）
か

ら
直
接
、
英
式
海
図
製
図
法
の
指
導
を
受
け
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る（

（2
（

。
そ
の
後
、

ベ
ー
リ
ー
大
尉
は
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
六
月
に
海
軍
兵
学
寮
の
英
人
雇
教
師
ダ

グ
ラ
ス
少
佐
を
団
長
と
す
る
教
師
団
三
十
四
人
の
一
員
と
し
て
来
日
し
た
。
大
後
は

教
師
団
が
帰
国
す
る
ま
で
の
二
年
間
再
び
ベ
ー
リ
ー
大
尉
か
ら
製
図
法
の
指
導
を
仰

い
だ
と
い
う（

（2
（

。

　

当
時
、
海
軍
兵
学
寮
と
水
路
局
は
同
じ
東
京
・
築
地
の
一
郭
に
あ
り
、
こ
の
時
大

後
は
最
先
端
の
海
洋
地
図
学
に
基
づ
く
製
図
法
に
つ
い
て
の
更
な
る
知
識
の
吸
収
に

努
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
大
後
が
ベ
ー
リ
ー
大
尉
か
ら
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
理
論
と
技
術
を
学
ん
だ
か
に
つ
い
て
の
記
録
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ

る
。
従
っ
て
当
時
の
既
刊
英
国
海
図
と
明
治
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
日
本
海
図
の
表
現

内
容
を
詳
細
に
比
較
し
て
そ

の
内
容
を
類
推
せ
ざ
る
を
え

な
い
。

　

次
い
で
大
後
等
は
英
国
商

社
の
筆
者
ヒ
ン
ド
レ
ー
著
や

ゼ
ー
ム
ス
・
イ
ム
レ
ー
社
出

版
の
航
海
学
、
海
図
の
専
門

書
や
英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
水
路

部
の
海
図
を
模
範
と
し
て
表

現
法
を
研
究
し
た（

（2
（

。

（
2
）
狩
野
派
絵
師
ら
に
よ

る
英
式
製
図
法
の
取
り
組
み

　

水
路
局
設
立
時
か
ら
製
図

図3：�海図第一号「陸中國釜石港之圖」明治5年
刊行
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を
担
任
し
た
大
後
は
絵
画
の
素
養
を
持
っ
た
狩
野
家
絵
師
の
子
孫
で
あ
る
狩
野
守

貴
（
（2
（

、
狩
野
應
信

（
（2
（

や
高た

か

橋は
し

惟た
だ

凞き

を
採
用
し
て
指
導
す
る
と
と
も
に
彼
ら
に
製
図
法
を
研

究
さ
せ
、
製
図
法
導
入
の
基
礎
を
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
幕
府
崩
壊

後
、
幕
府
お
抱
え
の
狩
野
派
絵
師
は
新
政
府
海
軍
の
製
図
掛
と
し
て
雇
傭
さ
れ
た
も

の
が
多
か
っ
た
。
大
後
自
身
も
絵
画
の
素
養
に
優
れ
、
明
治
三
年
三
月
海
軍
操
練
所

に
出
仕
、
同
十
一
月
海
軍
兵
学
権
小
属
と
な
り
明
治
四
年
二
月
に
は
北
海
道
測
量
出

張
を
命
じ
ら
れ
軍
艦
春
日
に
乗
組
み
、
柳
楢
悦
ら
と
共
に
北
海
道
沿
岸
測
量
の
製
図

に
従
事

（
（2
（

、
そ
の
後
は
水
路
掛
に
移
り
、
製
図
法
の
責
任
者
と
し
て
海
図
製
図
業
務
に

専
念
す
る
。

　

一
方
、
明
治
四
年
九
月
に
水
路
局
が
創
設
さ
れ
た
が
当
初
は
東
京
・
築
地
に
完
成

し
た
ば
か
り
の
海
軍
兵
学
寮
の
八
坪
ば
か
り
の
一
室
で
開
局
し
た（

（2
（

。
明
治
四
年
末
の

海
軍
兵
学
寮
名
簿
に
は
九
名
の
製
図
掛
職
員
が
見
ら
れ
、
な
か
に
明
治
二
十
一
年
東

京
美
術
学
校
創
立
時
の
日
本
画
主
任
教
授
と
な
る
兵
学
小
属
橋
本
雅
邦
は
じ
め
狩
野

派
の
絵
師
と
思
わ
れ
る
姓
名
を
持
つ
六
名
が
在
職
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
水

路
局
発
足
当
初
は
同
じ
海
軍
の
製
図
掛
と
し
て
狩
野
派
絵
師
グ
ル
ー
プ
は
日
常
的
に

交
流
が
あ
り
、
英
式
の
海
図
製
図
法
の
表
現
法
を
め
ぐ
っ
て
頻
繁
に
議
論
し
、
研
究

す
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
大
い
に
推
定
で
き
る
。
新
し
い
英
式
製
図
法
に
対
し
て

狩
野
派
絵
師
と
し
て
修
得
し
た
図
案
な
ど
の
画
法
を
ど
の
よ
う
に
海
図
の
製
図
法
に

融
合
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
過
程
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
逆
に
狩
野
派
の
絵
師

自
身
も
西
洋
の
製
図
法
か
ら
影
響
を
受
け
、
学
び
取
っ
た
表
現
技
法
も
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
そ
の
部
分
が
後
に
ど
の
よ
う
な
形
で
日
本
画
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
も
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
特
に
海
上
の
一
点
か
ら
遠
望
し

た
沿
岸
地
形
や
目
標
物
を
描
い
た
対
景
図
の
表
現
は
新
鮮
に
映
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
水
路
局
設
置
以
降
の
製
図
関
係
の
組
織
と
人

　

水
路
部
沿
革
史
に
記
述
さ
れ
て
い
る
組
織
関
連
記
事
の
う
ち
製
図
関
係
を
主
体
と

し
た
①
明
治
四
年
十
二
月
、
②
明
治
九
年
五
月
、
③
明
治
九
年
九
月
の
職
員
表
を
一

部
抜
粋
し
て
記
載
す
る
。

（
表
中
の
人
名
の
後
に
＊
印
を
付
し
た
職
員
は
製
図
関
係
職
員
で
あ
る
。）

　

第
一
表
：
職
員
表
（
海
軍
部
水
路
局
）
と
事
務
分
掌
（
明
治
四
年
十
二
月
）

職
員
表
：

中
佐　

柳　

楢
悦

　
　
　
　

判
任
官
姓
名

大
尉　
　
　

青
木
住
眞　
　
　

大
尉　

中
村
雄
飛

九
等
出
仕　
　

五
藤
国
幹　
　
　

少
尉　

児
玉
包
孝

中
録　
　
　

大
山
直
路　
　
　
　

十
等
出
仕　

大
後
秀
勝
＊

十
等
出
仕　
　

吉
田
重
親　
　
　

十
二
等
出
仕　

狩
野
守
貴
＊

十
二
等
出
仕　

錦
部
清
謙　
　
　

十
三
等
出
仕　

狩
野
一
起
＊

十
四
等
出
仕　

吉
田
鋠
増　
　
　

十
四
等
出
仕　

平
野
九
三
郎

十
四
等
出
仕　

大
友
鎕
藏　
　
　

十
五
等
出
仕　

山
﨑
録
之
助

十
五
等
出
仕　

江
田
船
太
郎
（
肝
付
）

　
　
　
　

計
十
五
名　
　
　
　

そ
の
他　

等
外
九
名　

合
計
二
十
四
名

　
　

事
務
分
掌
：
職
務
分
担
左
の
如
し

（
一
）
測
量
艦
航
海
之
節
乗
組
み
勤
務

（
二
）
天
測
兼
航
海
簿
取
調
掛

（
三
）
製
図
編
集
掛

（
四
）
製
図
掛

（
五
）
測
地
、
験
潮
、
験
温
、
験
気
、
測
天
、

　
　
　
「
コ
ロ
ノ
メ
ー
ト
ル
」
兼
日
次
時

　
　
　

差
推
算
掛

　
　
　

途
中
省
略

（
十
）
銅
板
製
図
掛
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（
十
四
）
測
天
量
地
附
属
並
按
針
手
兼
務

（
十
五
）
測
天
量
地
附
属

第
二
表
：
職
員
表
（
海
軍
省
水
路
寮
）

　

 

（
明
治
九
年
五
月
一
日
調
べ
）

權　

頭　
　

大
佐　

柳
楢
悦

　

庶
務
課　

計
三
名

　

測
量
課　

課
長　

中
佐　

相
浦
紀
道　
　
　
　

以
下
二
十
七
名

　

製
図
課　

課
長　

少
佐
兼
權
頭　

伴
鉄
太
郎
＊　

　

　
　

副
長　

九
等
出
仕　

大
後
秀
勝　
　

九
等
出
仕　

高
橋
惟た

だ

凞き

＊

　
　

寫
眞
掛
兼
務　

十
等
出
仕　

狩
野
守
貴　

十
一
等
出
仕　

狩
野
應
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
三
等
出
仕　

鈴
木
邦
典
＊

　
　

銅
版
彫
刻
掛　

十
五
等
出
仕　

井
田
道
壽　
　
　

　
　

仝　
　

等
外
一
等
出
仕　

西
川
増
之
助

　
　

仝　
　

等
外
一
等
出
仕　

松
田
儀
平　
　

等
外
一
等
出
仕　

伊
藤
百
輔

　

編
集
課　

課
長
心
得　

九
等
出
仕　

石
川
洋
之
助　
　

以
下
五
名

　

会
計
掛　

中
主
計　

栗
原　

實　

以
下
一
名　

第
三
表
：
置
局
の
職
員
（
海
軍
省
水
路
局
）（
明
治
九
年
九
月
）　

局
長　

海
軍
大
佐　

柳
楢
悦
（
八
月
）　

副
長　

海
軍
少
佐　

伴
鉄
太
郎
（
八
月
）

　

測
量
課
長　

海
軍
中
佐　

相
浦
紀
道
（
十
年
一
月
）

　

観
象
台
事
務
専
任　

海
軍
中
尉　

大
伴
兼
行
（
後
の
第
二
代
水
路
部
長
）

　

庶
務
課
長　

海
軍
九
等
出
仕　

石
川
洋
之
助
（
十
年
二
月
）

　

製
図
課
長　

海
軍
九
等
出
仕　

大
後
秀
勝　
（
十
年
二
月
）

　

計
算
課
長　

海
軍
中
主
計　

小
林
忠
直　
（
十
年
二
月
）

　

三
つ
の
表
か
ら
製
図
業
務
に
係
る
組
織
と
人
事
構
成
に
つ
い
て
注
目
す
る
と
、
第

一
表
で
は
明
治
四
年
九
月
水
路
局
設
立
時
の
総
員
は
二
十
五
名
、
う
ち
判
任
官
以
上

の
製
図
担
当
職
員
は
責
任
者
の
大
後
秀
勝
と
狩
野
守
貴
、
狩
野
一
起
（
狩
野
應
信
）

の
三
名
か
ら
な
る
。
ま
た
局
全
体
の
職
務
分
担
を
十
五
の
掛
に
区
分
し
、
製
図
関
係

で
は
製
図
編
集
掛
、
製
図
掛
の
二
掛
が
置
か
れ
、
印
刷
関
係
は
銅
板
製
図
掛
が
置
か

れ
て
い
た
。
製
図
編
集
掛
は
実
測
図
を
縮
小
し
て
編
集
す
る
場
合
や
、
二
図
以
上
の

実
測
図
等
を
統
合
、
編
集
し
て
海
図
原
稿
を
作
製
す
る
作
業
で
、
豊
富
な
経
験
と
高

度
な
判
断
を
要
す
る
作
業
が
伴
う
。
一
方
、
製
図
掛
は
実
測
図
か
ら
水
深
選
択
等
の

編
集
を
伴
う
が
同
じ
縮
尺
に
浄
写
し
て
海
図
原
稿
を
作
製
す
る
た
め
、
英
式
製
図
法

の
導
入
に
あ
た
り
、
二
つ
の
掛
を
区
別
す
る
た
め
に
付
さ
れ
た
名
称
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
水
路
部
沿
革
史

（
（2
（

に
よ
れ
ば
明
治
六
年
九
月
に
「
九
等
出
仕
大
後
秀
勝
を

も
っ
て
製
図
課
長
心
得
と
す
る
」
と
い
う
記
述
か
ら
大
後
秀
勝
が
初
代
製
図
課
長
に

就
任
し
て
い
る
。

　

第
二
表
で
は
、
伴
鉄
太
郎
が
明
治
九
年
二
月
製
図
課
長
に
就
き
、
大
後
秀
勝
は
製

図
課
の
副
長
と
な
っ
た
。
ま
た
、
海
図
の
製
図
者
と
し
て
名
前
が
良
く
出
る
高
橋
惟

凞
（
（2
（

が
初
め
て
記
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
寫
眞
掛
兼
務
と
し
て
狩
野
守
貴
、
狩
野
應
信

に
加
え
て
新
た
に
鈴
木
邦
典
の
名
前
が
出
て
く
る
。
寫
眞
掛
と
は
英
国
測
量
艦
に
倣

い
海
図
に
載
せ
る
対
景
や
そ
の
外
の
地
形
写
真
を
撮
影
す
る
た
め
に
明
治
九
年
三
月

に
測
量
用
大
形
写
真
器
の
導
入

（
（2
（

に
伴
い
設
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
狩
野
派
絵

師
を
寫
眞
掛
兼
務
と
し
た
の
は
沿
岸
地
形
を
撮
影
す
る
際
、
海
上
の
ど
の
位
置
か
ら

が
最
適
か
と
い
う
判
断
は
、
絵
師
と
し
て
全
体
の
位
置
取
り
の
セ
ン
ス
が
求
め
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
表
で
は
明
治
九
年
八
月
海
軍
職
制
及
章
程
発
布
に
よ
り
水
路
寮
を
廃
し
水
路

局
設
置
と
な
り
、
伴
鉄
太
郎
が
柳
を
補
佐
す
る
水
路
局
副
長
に
就
任
し
た
。
伴
は
長

崎
海
軍
伝
習
所
の
二
期
生
で
、
幕
府
軍
艦
操
練
所
教
授
方
頭
取
、
慶
応
三
年
に
は
軍

艦
頭
に
昇
任
、
幕
府
崩
壊
後
は
沼
津
兵
学
校
教
授
方
を
経
て
、
明
治
六
年
五
月
に
水

路
寮
へ
出
仕
、
十
二
月
に
海
軍
少
佐
と
な
り
、
翌
明
治
七
年
二
月
に
製
図
課
長
に
進

ん
だ
人
で
あ
る（

（3
（

。
幕
府
軍
艦
操
練
所
教
授
方
と
し
て
航
海
全
般
を
始
め
と
す
る
幕
府
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海
軍
の
豊
富
な
知
識
、
経
験
を
持
つ
伴
が
柳
局
長
の
補
佐
役
と
し
て
ど
の
よ
う
な
働

き
を
し
た
の
か
は
興
味
を
引
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
異
動
に
伴
い
翌
十
年
二
月
に
創
設
以
来
製
図
部
門
の
実
質
的
責
任
者
で
あ
る

大
後
秀
勝
が
第
三
代
製
図
課
長
に
就
い
て
い
る
。
従
っ
て
水
路
局
創
設
か
ら
こ
こ
ま

で
海
図
製
図
業
務
を
立
ち
上
げ
牽
引
し
て
き
た
人
物
は
大
後
秀
勝
を
筆
頭
に
狩
野
派

絵
師
の
狩
野
守
貴
と
狩
野
應
信
、
さ
ら
に
高
橋
惟
凞
、
鈴
木
邦
典
ら
で
、
幕
府
海
軍

出
身
の
伴
鉄
太
郎
も
二
年
余
、
製
図
業
務
の
責
任
者
と
し
て
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

（
4
）
海
図
図
式
と
そ
の
変
遷

　

海
図
図
式
（
以
下
、
海
図
式
と
い
う
。）
は
海
図
を
作
製
す
る
う
え
で
の
全
体
構

成
、
諸
基
準
及
び
記
号
や
略
語
を
定
め
て
解
説
し
た
も
の
で
、
近
代
的
な
海
図
に
は

海
図
作
製
者
及
び
航
海
者
に
と
っ
て
必
須
の
手
引
書
で
あ
る
。
明
治
初
期
に
刊
行
さ

れ
た
海
図
式
は
以
下
の
三
種
で
あ
る
。

　

な
お
創
業
か
ら
明
治
十
年
ま
で
は
特
に
定
め
ら
れ
た
海
図
式
は
な
く
、
英
国
、
オ

ラ
ン
ダ
の
刊
行
海
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
海
図
式
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
海
図
製
図

が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
ａ
「
水
路
提
要
中
各
國
圖
式
」：
明
治
十
年
四
月
刊
行
（
サ
イ
ズB6
判
）。

　

小
型
の
革
製
ポ
ケ
ッ
ト
判
、
海
軍
水
路
局
の
海
図
式
と
し
て
は
最
初
の
も
の
で
、

刊
行
数
年
前
よ
り
欧
米
各
国
の
海
図
式
、
海
図
を
蒐
集
し
調
査
結
果
を
編
集
し
た
。

水
路
用
語
の
訳
出
に
は
相
当
な
苦
労
を
重
ね
、「
海
図
の
大
意
」
及
び
「
航
海
語
譯

総
論
」
の
二
部
構
成
か
ら
な
り
、
記
号
、
略
字
は
英
、
米
、
蘭
、
仏
、
露
式
の
も
の

を
対
照
表
示
し
て
い
る
。
三
百
部
を
刊
行
し
た
と
あ
る（

（3
（

。
局
職
員
、
部
外
の
海
図
利

用
者
へ
の
啓
発
書
と
な
っ
た
。

　

ｂ
「
英
國
海
軍
水
路
局
海
圖
上
畧
語
及
標
號
之
解
譯
」：

　

本
図
式
（
図
4
Ａ
、
Ｂ（

（3
（

）
は
今
回
の
赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た

も
の
で
こ
れ
以
外
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
明
治
十
二
年
八
月
刊
行
（
サ
イ

ズ
：
四
分
ノ
一
判
）。

　

英
国
海
軍
水
路
局
の
海
図
式
を
翻
訳
し
日
本
語
と
英
語
を
併
記
し
た
内
容
で
当
面

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
英
語
を
翻
訳
し
て
日
本
語
の
用
語
と
し
て
記

載
し
て
あ
る
が
こ
れ
ま
で
日
本
語
に
な
っ
て
い
な
い
原
語
の
訳
出
に
は
相
当
苦
労
し

た
あ
と
が
窺
え
る
。

　

海
図
式
の
裏
面
に
明
治
十
九
年
六
月
狩
野
守
節
置
と
筆
書
し
て
あ
る
。
同
人
は
地

理
局
地
誌
課
製
図
掛
に
在
任
し
た
鍛
冶
橋
狩
野
家
十
一
世
で
海
軍
水
路
局
製
図
掛
に

在
任
し
た
前
出
の
狩
野
守
貴
（
鍛
冶
橋
狩
野
家
十
世
）
か
ら
画
法
を
学
ん
だ
人
で
あ

る
（
（3
（

。
両
者
の
関
係
か
ら
地
理
局
地
誌
課
所
蔵
資
料
の
な
か
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　
ｃ
「
日
本
海
軍
水
路
局
海
図
式
」：
明
治
十
五
年
十
一
月
刊
行
、（
サ
イ
ズ
：
四
分

ノ
一
判
）。

水
路
局
創
設

十
年
に
し
て

日
本
海
図
の

構
成
、
細
部

の
規
則
、
記

号
、
略
語
の

表
記
が
確
立

し
日
本
海
軍

と
し
て
は
最

初
の
海
図
式

が
刊
行
さ
れ

た
。

図4-A・B：�「英国海軍水路局海圖上畧語及標號之解釋」
明治12年刊行　図4-A（右）はその一部分、
図4-B（左）は図名が墨書された紙製袋
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（
5
）
製
図
用
器
具
と
材
料
の
輸
入

　

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
一
月
に
英
艦
「
シ
ル
ビ
ア
号
」
艦
長
に
依
嘱
注
文
し
て

い
た
英
国
製
測
量
器
械
、
製
図
器
具
、
製
図
用
紙
等
が
同
年
、
十
一
月
に
到
着
し

た
（
（3
（

。
購
入
器
材
の
う
ち
、
製
図
用
の
器
材
は
分
度
儀
、
製
図
器
（
絵
具
付
）、
デ
ィ

バ
イ
ダ
ー
、
木
製
パ
ラ
レ
ル
レ
ー
ル
、
製
図
用
紙
（
ケ
ン
ト
紙
）、
映
臨
紙
等
で
、

設
立
当
初
か
ら
英
国
製
の
製
図
用
器
具
、
器
械
や
製
図
用
材
料
を
採
用
し
て
製
図
作

業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
図
誌
業
務
（
海
図
お
よ
び
水
路
誌
編

集
業
務
）
に
従
事
す
る
職
員
の
教
科
書
と
し
て
明
治
四
十
三
年
に
編
集
が
完
了
し
、

大
正
五
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
「
水
路
圖
誌
敎
範　

全
」
の
な
か
の
製
図
用
器
具
、

器
械
、
消
耗
材
料
の
一
覧
を
見
る
と
、
図
引
道
具
（
比
例
両
脚
規
、
両
脚
規
な
ど
一

函
中
に
納
め
た
製
図
器
）、
目
盛
尺
（
吋
尺
）、
伸
縮
図
器
械
、
製
図
紙
（
幅
五
尺
の

も
の
、
上
等
特
製
ケ
ン
ト
紙
）、
映
臨
布
、
色
墨
、
平
鉛
筆
（
Ｈ
印
或
は
Ｆ
印
）、
上

等
小
「
ペ
ン
」、
中
「
ペ
ン
」
等
の
英
国
製
造
品
が
独
逸
製
、
米
国
製
の
他
の
器
械
、

材
料
と
共
に
多
数
輸
入
、
使
用
し
て
お
り
、
明
治
末
期
に
至
っ
て
も
和
製
の
器
材
は

未
だ
製
図
机
、
図
板
、
定
規
類
、
製
図
用
墨
等
に
限
ら
れ
て
い
た
。
製
図
器
材
の
面

か
ら
も
英
式
製
図
法
を
導
入
し
、
実
際
の
製
図
作
業
に
取
り
入
れ
定
着
し
て
い
っ
た

過
程
の
一
端
が
よ
く
わ
か
る
。

六　

明
治
初
期
日
英
海
図
の
表
現
内
容
の
比
較

　

前
述
の
と
お
り
、
明
治
四
年
か
ら
製
図
の
事
業
を
担
当
し
た
大
後
秀
勝
は
英
国
測

量
艦
の
測
量
士
官
ベ
ー
リ
ー
大
尉
か
ら
直
接
、
英
式
製
図
法
の
指
導
を
受
け
た
。
し

か
し
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
不
明
な
の
で
、
こ
こ
で
は
当
時
の
英
国
海
図
と
日
本
が

新
し
く
刊
行
し
た
海
図
の
主
要
な
項
目
に
つ
い
て
比
較
、
検
討
を
行
っ
た
。

（
1
）
山
容
の
地
形
表
現
に
つ
い
て

【
英
国
海
図
】

　
　

ケ
バ
を
用
い
た
地
形
表
現
で
あ
る
。
ケ
バ
式
地
形
表
現
は
地
形
の
最
大
傾
斜
の

方
向
に
傾
斜
の
方
向
と
程
度
を
短
線
で
等
間
隔
に
並
べ
て
斜
面
を
表
わ
す
方
法
で

一
七
九
九
年
ド
イ
ツ
人
の
レ
ー
マ
ン
に
よ
っ
て
体
系
化
（
レ
ー
マ
ン
法
）
さ
れ

た
（
（3
（

。
等
高
線
が
採
用
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
地
形
の
起
伏
を
定
性
的
に
表
現
す
る
手

段
と
し
て

利
用
さ
れ

て
き
た
。

英
国
海
図

に
は
一
七

六
二
年
、

ジ
ェ
ー
ム

ス
・
ク
ッ

ク
が
作
製

し
た
セ
ン

ト
ロ
ー
レ

ン
ス
河
の

海
図
に
粗

い
ケ
バ
表

現
（
（3
（

が
見
ら

れ
る
が
そ

の
後
、
各

種
の
ケ
バ

式
表
現
が

研
究
さ
れ

図5：�英国海図第128号　BINGO NADA AND HARIMA NADA 1872年
刊行の塩飽島（右上）、広島（左）のケバ式地形表現　英国水路部
（UKHO）（www.ukho.gov.uk）の資料から採用
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採
用
さ
れ
て
い
た
。

　
　

海
図
の
山
容
表
現
は
等
高
線
式
よ
り
も
、
む
し
ろ
山
の
尾
根
線
を
強
調
し
て
立

体
観
に
富
ん
だ
起
伏
を
描
写
す
る
ケ
バ
式
表
現
の
方
が
航
海
者
に
と
っ
て
は
わ
か

り
易
く
有
益
で
あ
る
。
前
述
の
幕
末
に
作
製
さ
れ
た
「
大
坂
海
灣
之
圖
」（
図
2
）

の
六
甲
山
系
の
山
並
み
も
簡
略
な
ケ
バ
を
用
い
て
表
現
し
て
い
る
の
は
オ
ラ
ン
ダ

式
海
上
測
量
術
と
製
図
法
を
学
ん
だ
影
響
で
あ
ろ
う
。

　
（
図
5
）は

英
国
海
図
第

百
二
十
八
号

縮
尺
四
万
八

千
五
百
二
十

分
の
一
、
一

八
七
二
年
刊

行
のSIY

A
 

K
O

（
塩
飽

島
）
付
近
の

地
形
表
現
で

あ
る
。
こ
れ

は
山
の
尾
根

線
を
白
く
浮

き
立
た
せ
強

調
し
て
斜
面

に
沿
っ
て
細

線
を
細
密
に

並
べ
て
濃
淡

の
陰
影
を
つ

け
、
立
体
観
を
見
事
に
表
現
し
て
い
る
。
大
後
は
こ
の
よ
う
な
表
現
の
指
導
を
受

け
て
い
る
も
の
と
推
定
す
る
。

　
【
日
本
海
図
】

　
　

前
述
の
明
治
五
年
刊
行
第
一
号
海
図
「
陸
中
國
釜
石
港
之
圖
」
大
後
秀
勝
摸
圖

の
山
容
は
ケ
バ
式
表
現
を
用
い
て
い
る
（
図
6

（
（3
（

）。
し
か
し
こ
の
表
現
は
、
各
山

頂
か
ら
斜
面
に
沿
っ
て
帯
状
に
等
間
隔
の
幅
と
長
さ
の
短
線
を
放
射
状
に
並
べ
て

丁
寧
に
ケ
バ
を

描
い
て
は
い
る

が
、
平
盤
的
な

表
現
で
尾
根
線

は
描
写
さ
れ

ず
、
南
東
斜
面

に
一
部
影
を
つ

け
て
立
体
感
を

出
し
て
い
る
も

の
の
山
容
の
形

状
を
一
目
で
把

握
す
る
表
現
に

は
至
っ
て
い
な

い
。
ケ
バ
式
表

現
の
指
導
を
受

け
て
導
入
し
た

第
一
号
海
図
で

は
あ
る
が
、
技

術
的
に
ま
だ
研

究
途
上
の
成
果

図6：海図第一号「陸中國釜石港之圖」明治5年刊行のケバ式地形表現

図7：海図第68号「伊豫宇和島灣」明治10年刊行のケバ式地形表現
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と
い
え
よ
う
。
そ
の
他
に
も
磁
針
コ
ン
パ
ス
の
目
盛
り
が
磁
針
方
位
で
な
く
真
方

位
か
ら
の
目
盛
り
と
な
っ
て
る
こ
と
や
、
水
深
の
取
捨
選
択
の
バ
ラ
ン
ス
や
地
名

表
記
の
見
に
く
さ
等
に
も
課
題
が
見
ら
れ
、
近
代
的
海
図
の
試
作
的
な
作
品
と
位

置
付
け
ら
れ
よ
う
。

　
　

し
か
し
明
治
十
年
刊
行
の
「
伊
豫
宇
和
島
灣
」（
図
7

（
（3
（

）
縮
尺
一
万
八
千
二
百

二
十
六
分
の
一
、
狩
野
應
信
浄
画
を
見
る
と
山
容
の
ケ
バ
表
現
は
尾
根
を
白
く
浮

き
上
が
ら
せ
斜
面
に
沿
っ
て
細
線
を
細
か
い
間
隔
で
丁
寧
に
並
べ
て
描
き
、
濃
淡

で
陰
影
を
つ
け
立
体
感
を
出
し
た
表
現
は
見
事
で
あ
る
。
英
国
海
図
を
研
究
し
た

絵
師
た
ち
の
技
術
的
な
進
歩
を
反
映
し
た
成
果
と
考
え
る
。
そ
の
後
、
海
上
か
ら

見
た
地
形
表
現
の
見
や
す
さ
の
研
究
は
さ
ら
に
進
み
、
明
治
十
五
年
頃
に
は
日
本

独
自
の
ケ
バ
式
地
形
表
現
の
様
式
を
完
成
し
て
い
る
。

（
2
）
水
深
、
等
深
線
、
水
深
の
基
準
面

　

英
国
は
水
深
の
単
位
は
尋
（fathom

）、
一
尋
は1.83m
（
六
呎
）
で
、
一
尋
以

下
は
そ
の
分
数
（1/2

や3/4

）
等
で
表
し
、
水
深
の
基
準
面
は
大
潮
の
平
均
低
潮
面

を
、
等
深
線
は
一
尋
、
三
尋
、
五
尋
、
十
尋
、
二
十
尋
を
採
用
し
て
い
る
。
日
本
は

英
国
の
海
図
図
式
に
準
じ
て
お
り
同
様
の
基
準
、
記
号
を
用
い
て
表
現
し
て
い
る
。

（
3
）
危
険
な
洗
岩
、
暗
岸
記
号
及
び
底
質
記
号

　

日
英
海
図
と
も
同
じ
定
義
と
記
号
を
用
い
て
表
現
し
て
い
る
。

（
4
）
磁
針
方
位
コ
ン
パ
ス

　

日
英
海
図
と
も
真
方
位
を
示
し
た
サ
ー
ク
ル
の
な
か
に
、
磁
針
方
位
を
基
準
と
し

て
三
十
二
方
位
ま
た
は
六
十
四
方
位
の
目
盛
り
を
示
し
た
も
の
を
適
宜
配
置
し
て
あ

る
。
真
方
位
、
磁
針
方
位
の
矢
印
の
デ
ザ
イ
ン
は
異
な
る
。

（
5
）
対
景
図

　

対
景
図
（V

iew

）
と
は
沖
合
の
針
路
上
の
船
か
ら
見
え
る
沿
岸
、
島
、
海
峡
な

ど
の
対
景
を
描
写
し
、
航
海
上
の
主
要
ポ
イ
ン
ト
か
ら
の
山
、
島
、
樹
木
、
崖
等
の

著
目
標
を
立
体
的
に
わ
か
り
易
く
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
未
知
の
海
上
に
お
け
る

自
船
の
位
置
を
確
か
め
る
た
め
の
助
け
と
な
る
。
当
時
の
英
国
海
図
に
は
対
景
図
が

採
用
さ
れ
、
特
に
港
や
水
道
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
海
岸
図
ク
ラ
ス
に
多
く
図
載
さ
れ

て
い
た
。
従
っ
て
対
景
図
の
目
的
、
描
画
法
に
つ
い
て
も
指
導
を
受
け
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
（
口
絵

（
（3
（

）
は
明
治
七
年
一
月
刊
行
の
海
図
第
十
二
号
「
薩
摩
國
山
川
港
之
圖
」
に

図
載
の
対
景
図
で
あ
る
。
こ
の
対
景
図
は
高
橋
惟
凞
が
現
地
で
海
上
か
ら
写
生
し
、

狩
野
守
貴
が
製
図
、
銅
板
彫
刻
は
松
田
龍
山
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。
日
本
伝
統
の
風

景
画
を
彷
彿
さ
せ
る
山
容
、
樹
木
、
岩
、
海
門
嶽
の
山
頂
に
た
な
び
く
雲
の
表
現
、

空
の
雲
、
海
の
漣
波
の
図
案
は
な
ん
と
も
優
雅
で
柔
ら
か
い
。
こ
れ
ら
明
治
初
期
に

描
か
れ
た
対
景
図
は
西
洋
の
透
視
図
の
表
現
と
、
製
図
者
個
々
が
絵
師
と
し
て
こ
れ

ま
で
に
修
得
し
た
画
法
の
特
徴
と
を
う
ま
く
融
合
し
た
形
で
表
現
し
た
成
果
と
み
た

い
。
な
お
、
赤
門
旧
蔵
地
図
、
旧
版
海
図
に
図
載
さ
れ
た
対
景
図
の
個
々
の
表
現
内

容
に
つ
い
て
の
記
述
は
本
紀
要
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
横
地
留
奈
子
氏
の
研
究
報
告
を

参
照
さ
れ
た
い
。

七　

製
図
者
の
個
性
に
よ
る
整
飾（（4
（

表
現
の
ち
が
い

　

明
治
十
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
海
図
に
は
測
量
者
と
と
も
に
製
図
者
、
彫
刻
者
の

姓
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
英
国
海
図
に
準
じ
て
い
る
。
こ
の
主

旨
は
刊
行
海
図
に
対
す
る
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
と
、
製
図
者
お
よ

び
彫
刻
者
が
自
分
の
描
い
た
、
彫
刻
し
た
海
図
に
対
す
る
作
者
の
創
作
性
を
主
張
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
来
、
国
が
刊
行
す
る
海
図
は
図
の
全
体
が
統
一
し
た
表
現
様
式
で
描
か
れ
て
い
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
英
式
製
図
法
を
導
入
し
た
直
後
か
ら
定
着
ま
で
の
過
程
の

中
で
、
個
人
の
描
画
法
に
対
す
る
個
性
を
お
互
い
尊
重
す
る
土
壌
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
表
現
項
目
は
海
図
作
図
の
精
度
や
記
号
に
関
す
る
項
目
で

は
な
く
、
例
え
ば
図
の
整
飾
部
分
の
表
現
な
ど
で
あ
る
。
絵
画
に
優
れ
た
素
養
を
持

つ
大
後
秀
勝
（
図
8

（
（4
（

）、
狩
野
派
絵
師
で
あ
る
狩
野
守
貴
（
図
9

（
（4
（

）、
狩
野
應
信
（
図

10
）（

（4
（

に
よ
る
海
図
表
題
の
文
字
と
飾
枠
の
図
案
を
比
較
し
て
み
る
と
文
字
の
形
、
枠

の
図
案
は
各
製
図
者
の
個
性
が
で
て
い
て
す
ば
ら
し
い
出
来
栄
え
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
前
述
の
大
正
五
年
刊
行
「
水
路
図
誌
教
範　

全
」
の
二

頁
に
大
変
興
味
深
い
記
述
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
編　

製
圖
法　

第
一
章
製
圖
事
業
の
類
別
第
一
編
纂　

の
冒
頭
部
分
を
一
部
抜
粋

　
　

一　

浄　

圖　

測
量
圖
と
同
一
の
圖
積
、
同
一
の
尺
度
に
し
て
墨
色
（
墨
汁
）

　
　
　
　
　
　
　
　

の
み
を
用
い
美
術
的
に
製
圖
す

　
　

一　

基
本
圖　

測
量
圖
又
は
原
稿
圖
を
尺
度
一
倍
半
に
写
真
伸
圖
を
行
い

　
　
　
　
　
　
　
　

之
を
青
色
印
畫
法
に
て
製
圖
紙
（
厚
紙
）
に
焼
き
付
け
墨
色

　
　
　
　
　
　
　
　
（
墨
汁
）
一
種
に
て
出
版
圖
の
體
裁
に
極
め
て
美
術
的
に
製
圖
す

　

海
図
製
図
に
あ
た
っ
て
は
「
美
術
的
に
製
圖
す
」、「
極
め
て
美
術
的
に
製
圖
す
」

と
い
う
美
し
く
、
美
的
に
表
現
す
べ
し
と
い
う
、
明
治
初
期
の
英
式
製
図
法
導
入
時

の
ア
ー
ト
に
対
す
る
考
え
方
や
精
神
が
大
正
初
め
ま
で
色
濃
く
継
承
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
驚
き
で
あ
り
貴
重
な
記
録
と
い
え
よ
う
。
現
代
に
も
通
じ
る
地
図
表
現
の
基
本

的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

明
治
初
期
海
図
の
製
図
法
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
わ
か
っ
た
事
柄
と
課
題
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

（
1
）�

十
九
世
紀
後
半
に
創
設

間
も
な
い
水
路
局
が
近

代
海
洋
地
図
学
に
基
づ

く
当
時
最
先
端
の
英
式

製
図
法
を
英
国
海
軍
か

ら
直
接
、
技
術
支
援
を

受
け
導
入
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
た
こ
と
は
、
そ

の
後
の
我
が
国
の
海
図

作
製
事
業
の
発
展
に

と
っ
て
大
き
な
幸
運
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
2
）
明
治
初
期
の
日
英
海
図

の
記
載
内
容
を
比
較
し

図8：�海図第47号「相模國横須賀之圖」明治9年
刊行　表題の図案　大後秀勝の作品

図9：�海図第39号「武蔵國横濱灣」明治7年刊行
表題の図案　狩野守貴の作品

図10：�海図第九番「武蔵國東京海灣圖」明治6
年刊行　表題の図案　狩野應信の作品
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（　 ） 明治初期海図の製図法について（今井）273

た
結
果
、
海
図
の
基
本
的
な
要
素
を
成
す
水
深
、
危
険
物
等
の
表
現
は
英
国

海
図
に
忠
実
に
準
じ
て
お
り
、
短
期
間
に
そ
の
表
現
法
を
理
解
、
吸
収
し
た

も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
は
当
初
か
ら
英
国
の
海
図
図
式
を
模
範
と
し
て
製

図
業
務
を
実
施
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
今
後
は
英
式
製
図
法
の
技
術
を
素
早

く
取
り
入
れ
る
に
あ
た
り
、
製
図
者
た
ち
が
潜
在
的
に
持
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
日
本
の
伝
統
的
な
地
図
表
現
技
術
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た

い
。

（
3
）
山
容
表
現
は
当
初
、
ケ
バ
式
地
形
表
現
の
導
入
に
あ
た
り
基
本
的
な
表
現
の

知
識
と
技
術
は
理
解
し
て
い
た
が
、
山
系
の
尾
根
が
不
明
瞭
で
航
海
者
か
ら

見
る
と
、
見
や
す
い
表
現
と
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
研
究
を
重
ね
て
明

治
十
年
頃
に
は
英
国
式
表
現
の
水
準
に
達
し
た
と
見
た
い
。

（
4
）
対
景
図
の
表
現
は
英
国
で
す
で
に
定
型
化
さ
れ
た
表
現
を
基
に
、
新
た
な
日

本
の
画
法
を
融
合
さ
せ
て
描
い
た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
、
日
本
独
自
の
様
式

を
研
究
し
た
も
の
と
考
え
る
。

（
5
）
表
題
文
字
や
飾
枠
の
図
案
は
、
当
時
製
図
者
が
お
互
い
の
画
法
を
尊
重
す
る

土
壌
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
個
性
あ
る
美
的
な
表
現
を
競
っ
て
作
品
を
作
り

上
げ
た
気
骨
が
読
み
取
れ
る
。

（
6
）
明
治
初
期
に
英
式
製
図
法
を
も
と
に
花
開
い
た
海
図
表
現
技
術
は
幕
府
御
用

絵
師
の
末
裔
で
あ
る
狩
野
派
絵
師
や
絵
画
に
優
れ
た
素
養
を
持
っ
た
製
図
者

達
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
く
、
そ
の
功
績
は
大

き
い
。
そ
の
後
、
彼
ら
が
海
図
作
品
に
遺
し
た
美
的
な
表
現
を
追
及
す
る
考

え
方
や
精
神
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
活
か
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
現
在
に
至
る
海
図
表
現
の
な
か
に
考
察
し
て
み
た
い
。

〔
注
〕

（
1
）		

Ｈ
・
Ｃ
・
フ
ラ
イ
エ
ス
レ
ー
ベ
ン
坂
元
賢
三
訳
『
航
海
術
の
歴
史
』（
原
著
第
二
版

岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）

（
2
）		

前
掲
（
1
）

（
3
）		

ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ブ
ル
・
ウ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ド　

鈴
木
主
悦
訳
、『
地
図
を
作
っ
た
人
び

と
─
古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
地
図
製
作
の
偉
大
な
物
語
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九

八
一
年
）

（
4
）		

横
井
勝
彦
「
ア
ジ
ア
の
海
の
大
英
帝
国
（
十
九
世
紀
海
洋
支
配
の
構
図
）」
講
談
社

学
術
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
、
の
第
一
章

（
5
）		

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
整
理
番
号15-3-2-5

（
6
）		

鈴
木
純
子
「
日
本
の
地
図
測
量
前
史
と
オ
ラ
ン
ダ
」（『
江
戸
時
代
の
日
本
と
オ
ラ

ン
ダ
』
洋
画
史
学
会
、
二
〇
〇
一
年
）

（
7
）		

前
掲
（
6
）

（
8
）		

前
掲
（
6
）

（
9
）		

前
掲
（
6
）

（
10
）		

前
掲
（
6
）

（
11
）		

水
路
部
編
『
水
路
部
沿
革
史
（
自
明
治
二
年
至
十
八
年
）』（
水
路
部
、
一
九
一
六
）

（
12
）		

海
上
保
安
庁
水
路
部
編
『
日
本
水
路
史
』（（
財
）
日
本
水
路
協
会
、
一
九
八
一
年
）

Sylvia

一
八
六
六
年
ウ
ー
ル
リ
ッ
チ
で
建
造
さ
れ
た
一
五
〇
馬
力
、
七
五
十
噸
の

パ
ー
ク
型
木
造
砲
艦
で
製
図
室
を
備
え
た
測
量
作
業
に
最
適
な
艦
で
、
一
八
六
八
（
慶

応
四
）
年
二
月
長
崎
に
到
着
。
以
来
一
八
八
一
（
明
治
十
四
年
）
ま
で
十
三
年
間
に

わ
た
り
日
本
沿
岸
海
域
の
本
格
的
な
水
路
測
量
に
精
力
的
に
従
事
し
た
。

（
13
）		

前
掲
（
11
）

（
14
）		

前
掲
（
12
）

（
15
）		

前
掲
（
12
）

（
16
）		

日
本
国
際
地
図
学
会
編
『
地
図
学
用
語
辞
典
〔
増
補
改
訂
版
〕』（
技
報
堂
出
版
、

一
九
九
八
年
）Sailing directions 

海
洋
の
諸
現
象
、
航
路
の
状
況
、
沿
岸
お
よ
び

港
湾
の
地
形
・
施
設
・
法
規
な
ど
を
詳
し
く
記
述
し
た
海
の
案
内
記
。
航
海
、
停
泊

に
は
海
図
と
併
用
し
て
使
用
す
る
。

（
17
）		

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
整
理
番
号10-2-2-7

（
18
）		

斉
藤
敏
夫
『
近
代
海
図
第
一
号
の
編
図
者
大
後
秀
勝
の
生
涯
と
業
績
に
つ
い
て

（
一
）、（
二
）』（
古
地
図
研
究
通
算
六
十
二
号
、
六
十
四
号
、
一
九
七
五
年
）
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一
八
四
〇
～
一
九
〇
一
、
紀
州
藩
付
家
老
田
辺
城
主
安
藤
家
の
家
士
、
大
後
一
保
の

長
男
と
し
て
江
戸
藩
邸
で
生
ま
れ
た
。
挿
花
の
写
生
、
花
器
の
製
図
に
優
れ
絵
画
に

興
味
を
持
ち
花
鳥
の
絵
を
よ
く
し
た
。
そ
の
後
、
藩
命
で
講
武
所
に
入
所
し
用
兵
術

の
訓
練
、
砲
術
、
測
量
製
図
を
学
び
明
治
三
年
海
軍
操
練
所
に
出
仕
。

（
19
）		

前
掲
（
12
）

（
20
）		

前
掲
（
11
）

（
21
）		

前
掲
（
18
）

（
22
）		

前
掲
（
11
）

（
23
）		

石
井
康
弘
（「
海
図
製
図
者
資
料
」
二
〇
〇
二
年
）（
一
八
四
〇
～
一
八
九
三
）
幕

府
御
用
絵
師
、
奥
絵
師
の
鍛
冶
橋
狩
野
家
（
十
世
）
狩
野
探
美
守
貴
。

（
24
）		

前
掲
（
20
）（
一
八
四
二
～
一
九
〇
七
）
幕
府
御
用
絵
師
、
表
絵
師
の
御
徒
町
狩
野

家
狩
野
玉
泉
應
信
。

（
25
）		

前
掲
（
18
）

（
26
）		

前
掲
（
12
）

（
27
）		

前
掲
（
11
）

（
28
）		

前
掲
（
18
）、（
一
八
三
九
～
一
八
八
四
）
水
戸
藩
士
高
橋
新
十
郎
惟
貞
の
子
。
幕
末
、

鳩
居
堂
に
て
村
田
蔵
六
（
大
村
益
次
郎
）
の
知
遇
を
得
て
東
征
軍
に
属
す
。
明
治
元

年
軍
務
官
作
事
方
に
て
製
図
を
任
務
と
す
。
明
治
五
年
八
月
九
等
出
仕
水
路
局
分
課
。

（
29
）		

前
掲
（
11
）

（
30
）		

前
掲
（
18
）

（
31
）		

前
掲
（
11
）

（
32
）		

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
整
理
番
号13-2-17

（
33
）		

前
掲
（
23
）

（
34
）		

前
掲
（
11
）

（
35
）		

前
掲
（
16
）Lehm

annʼs m
ethod

斜
面
の
傾
斜
角
に
比
例
さ
せ
て
、
け
ば
の
太

さ
と
け
ば
間
の
白
部
の
幅
を
定
め
た
直
照
け
ば
式
表
現
法
。
一
七
九
九
年
ド
イ
ツ
の

J.G.Lehm
ann

が
発
表
。

（
36
）		D

erek H
ow

se,M
ichael Sanderson

『T
he Sea Chart

』（D
avid and 

Charles Lim
ited 

、
一
九
七
三
）

（
37
）		

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
整
理
番
号13-2-17

（
38
）		

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
整
理
番
号15-3-2-7

（
39
）		

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
整
理
番
号15-2-1-5

（
40
）		

前
掲
（
16
）
地
図
に
お
け
る
図
郭
外
の
表
示
の
総
称
。
地
図
の
体
裁
を
整
え
る
図

名
（
表
題
）、
番
号
、
刊
行
年
記
事
等
で
、
図
郭
内
の
図
形
を
表
示
し
な
い
部
分
に
示

す
場
合
も
あ
る
。

（
41
）		

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
整
理
番
号15-3-2-5

（
42
）		

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
整
理
番
号15-3-2-1　

（
43
）		

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
整
理
番
号12-3-2-1

　
　

掲
載
図
版
に
所
蔵
先
を
明
記
し
て
い
な
い
も
の
は
全
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
で
あ
る
。

　
　

本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費24520737

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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